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経過報告と世界遺産登録までの流れ

ユネスコ世界遺産暫定一覧表記載
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府・堺市・羽曳野市・藤井寺市の４者で

「百舌鳥・古市古墳群」を提案（全国32件の提案）

・暫定一覧表記載 ３件
・条件付記載保留 ２件（「百舌鳥・古市古墳群」含む）

課題クリアのための検討

H19

H20

H21

H22
.11

・古都鎌倉（Ｈ４）
・彦根城（Ｈ４）
・平泉（Ｈ１３）
・富岡製糸工場と絹産業遺産群（Ｈ１９）
・富士山（Ｈ１９）
・飛鳥・藤原（Ｈ１９）
・長崎の教会群（Ｈ１９）
・小笠原諸島（Ｈ１９）
・国立西洋美術館本館（Ｈ１９）
・北海道・北東北の縄文遺跡群（Ｈ２１）
・九州・山口の近代化産業遺産群（Ｈ２１）
・宗像・沖ノ島（Ｈ２１）
・百舌鳥・古市古墳群（Ｈ２２）

・金と銀の島、佐渡（Ｈ２２）
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1ヵ年

4ヵ年

5ヵ年

第１ステージ

2ヵ年
第２ステージ
◎推薦書案作成（これまでの調査検討、専門の家意見を反映）
◎府内外への情報発信の強化、観光資源としての活用検討

第３ステージ

ユネスコで審査、登録の可否決定

◎推薦書・現地視察、イコモス審査への対応

◎プロモーション活動の強化

推薦書案の国への提出
暫定リストから毎年、文化遺産と自然遺産各１件を
国がユネスコに推薦

◎推薦書案作成準備
（資産の再精査、緩衝地帯の設定等条件整備に着手）
◎情報発信のトータルプランを策定

H23
.5 第1回百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録推進本部会議の開催
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議題１


